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S¨ PRGフ ィラー含有試作ボンディング材の機械的性質と接着強さ

論 文 内容 の要 旨

ボンディング材は接着性モノマー、ベースモノマー、重合開始材を基本構成 とし、さらにアセ トン、エタノ

ール、水などのボンディング材の重合を阻害する成分が溶媒として含まれている。また、硬化体の強度の向

上、操作性の調節、フッ素徐放性等を目的に無機質フィラーが配合され、実用化されている。接着性能の評

価には接着強さによる評価が通常行われてお り、ボンディング材自体の特性により、接着強さが影響される。

したがって、高い接着強さはボンディング材中の接着機能性モノマーのみならず、ボンディング自体の機械

的性質や硬化特性も大きく影響 していることが考えられる。特にボンディング材中のフィラー含有量は機械

的性質および硬化特性にも大きく影響すると考えられる。そこで接着性モノマーやベースモノマーの基本組

成は同じもので、フッ素イオンを徐放するだけでなく、A13+、 sr+な どの金属イオンや Si032、 B033な どのメ

タ ロイ ドイ オ ン も放 出す る こ とを特徴 と して い る S PRG(Surface Reaction Type Pre Reacted

Glass Monomer)フ ィラーの含有量のみが異なるボンディング材を試作し、歯質に対する引張 り接着強さの

浪1定 と各種機械的強さ試験 (直接引張 り強さ試験、曲げ強さ試験、薄膜密着強さ試験)と 硬化特性試験 (ESR

によるフリーラジカルの淑1定、FT IRに よる重合率の測定)を行った。

[材料および方法]

1.供試材料 :セルフエッチングプライマーボンディングシステムであるフルオロボン ドⅡを元に S PRGフ

ィラーのみを 0、 10、 20、 30、 40wt%含有する試作ボンディング材 (FO～ F4)を使用 した。2.試作ボンディン

グ材の走査電子顕微鏡 (SEM)観 察 とpHの測定 :直径 10× 0.9 11ullの硬化後、表面を♯2,000ま で研磨 した試作

ボンディング材を SEM観察した。pH試験紙により、pHを沢1定 した。3.引 張 り接着強さ試験 :ヒ ト新鮮抜去歯

のエナメル質および象牙質 (♯ 600で表面を研磨)に メーカーの指示通 リセルフエッチングプライマー処理、

乾燥、ボンディング処理後、処理面に静置したテフロンモール ドに光重合型コンポジットレジン (ク リアフ

ィル AP X)を 2111111の 深さまで填入、硬化させた。37℃蒸留水に 24時間浸漬後、万能試験機 EZグ ラフにより

クロスヘ ッドスピー ド 0.25 11ul1/minに て引張 り接着強さ試験を行った。4.直接引張 り強さ試験 :テ フロンモ

ール ドに光重合型コンポジットレジン(ク リアフィル AP X)を 4 11ullの 深さまで填入、硬化させたものを 2つ

作製 し、これを試作ボンディング材で接着させたものを試料とした。引張り接着強さ試験 と同様の条件で直

接引張 り強さを測定した。5.曲 げ強さおよび曲げ弾性率の測定 :25× 2× 2111111の 試作ボンディング材試料を作

製 し、37℃蒸留水に 24時間浸漬後、万能試験機 5567型により支点間距離 20 11ullの 条件で、各試作ボンディ

ング材について、クロスヘッドスピー ド l lllll1/minに て 3点曲げ強さ試験 (曲 げ強さと曲げ弾性率の算出)を

行つた。



6.薄膜密着強度試験 :ス ライ ドガラス板に 20～ 50μ mの厚さの各試作ボンディング材を硬化させたものを試 |

料 とした。AEセ ンサー付き自動スクラッチ試験機によ

圧子 (半径 200 μ mの ロックウェルダイヤモン ド圧子)を

ディング材をスライ ドガラスから剥離させた時の荷重
'

ング材を、内径 1.5× 311■ llの ESR沢1定用テフロンチュー

ものを試料 とした。これを ESRサ ンプル管に填入し、E

系フリーラジカルの沢1定を行った。8.FT IRに よる重イ

の光照射前の吸光度スペク トルを測定した。その後、 :

し、残存二重結合量 (RDB%)を求めた。9.統計的分析 :「

着強さ、ESR相 対強度、FT IRに よる重合率について得

定を用いて有意差検定 (P〈005)を行った。

[結果]

1.SEM像 の所見とpH:約 1～ 6皿 の S PRGフ ィラーが lC

pHはフィラーの含有、増加に関係なく 3.2前後の値て

り接着強さは 5.1～ 12.6MPa、 象牙質では 44～ 12.2 MP

値を示 した (P〈 0.05)。

3.直接引張 り強さ:平均直接引張 り強さ試験は 7.5～ 1

意に大きい値を示 した (P〈 005)。 4.曲 げ強さおよび曲|

性率は 1.9～ 3.5GPaの 値を示 し、フィラーを含有 しな

性率であつた。5.薄膜密着強度 :平均薄膜密着強度は 9

含有 しているものほど大きい値を示 した。6.ラ ジカル [

たものの 10wt%、 20wt%フ ィラー含有のものが少ない

含有のものが少なかつた。7.重合率 :10秒及び 20秒照

[考察および結論 ]

UDMA/TEGD血 /HEMAを 基本組成 とし、S PRGフ ィラーを (

質および象牙質に対する引張 り接着強さは 40wt%の も(

試料に引張 り応力を与える直接引張 り強さは引張 り接;

両方を与える 3点曲げ強さはフィラー含有量が Owt%の

密着強度ではすべてのものに有意差はなかつた。UD阻 /

よる重合率の淑1定ではフィラー含有量が 20wt%の ものに

くなり、重合阻害を与えていなかった。今後、フィラヽ

ンとの結合状態等が力学的特性の違いによつてどのよ

ている。


